
平成２７年６月２５日（木） 

八ヶ岳南麓里山再生・農業支援友の会 

会員の皆様へ         《６月度農場便り》 
「生活リズム一変」 
梅雨入りして早 2週間、紫陽花の色が一段と鮮やかになってきています。この時期野

菜は春野菜から夏野菜への端境期です。農場で今収穫できるのはズッキーニ、らっき

ょうと少なくトマト類、インゲン、キュウリ、茄子等夏野菜が一日も早く成長し実を

付けることを願っている状況です。ところで 5 月中旬から今まで約一か月半ほど生活

のリズムが一変し、少々疲労気味です。というのは先月 15日から和菓子の金精軒さん

から退職者の再雇用先として 2名の方を受け入れることにしました。（現在は 1 名）

金精軒の小野社長は当農場の法人化の協力者の一人で且つ農場で栽培した食材を活か

して頂ける加工先でもあります。連携してこの地域ならではの加工品を創っていこう

と志を共にする仲間です。人件費を含め全て金精軒さん持ちで労働力が確保できたの

です。大変有難い話です。金精軒さんにとっても農場との連携は食材に関して社員の

意識改革を図るのには役立てるのが目的です。勤務時間は 7:00～16:00、これが曲者

でした。7:00勤務開始というのはそれまでに受け入れ準備が完了していなければなり

ません。慣例となっているＮＨＫの 6:30からのラジオ体操ものんびりやっている訳

にはいかないのです。それまでに朝食は済ませ準備完了状態で待ち受けねばなりませ

ん。基本の週間スケジュールはあるものの研修生と二人で融通を効かせているそれま

での毎日とは異なります。時間でルーチンワークの仕事をこなす習慣が身に付いた

方々には多角的に仕事を観ることは必要ないのです。その為に取組む仕事の段取りを

整えておく必要があるのです。当然のことですが工場でのラインの仕事と農業との違

いはそう簡単には理解されないのです。ともあれこの歳になり人を受け入れることが

こんなにも大変な事なのかと改めて痛感している次第です。これも歳とった証拠です

ね。歳に応じた役割を逸脱しているんですね。こんな思いのこの頃です。それでも大

いに助かっています。感謝。ところで仲間の矢野農園から桃（日川白鳳）とスモモ

（李王）が収穫時期との連絡有急遽会員の皆様に送ることになりました。またまた事

前連絡無しですが宜しくお願い申し上げます。はしりの味ご賞味下さい。 

 

・はしりの桃（日川白鳳） 6月 25 日。   ・はしりのスモモ（李王） 6月 25日。 

 
メール yamaki.yoshio@peach.plala.or.jp   携帯０８０－３０８０－３０１７ 

 
桃は早めに食べて下さい。スモモは少し置いておくと真っ赤になり、甘みも増

し美味しく頂けます。 
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